
事については，工期の長い大規模な工事を中心に

推進していくこととしており，中小規模の工事に

ついても工事目的物の品質を確保しつつ，出来高

部分払いを効率的に進める方法（例えば，マイル

ストーン方式の導入）を検討していくこととして

いる。

� 情報化施工技術の推進

情報化施工技術については，工事の施工におい

て品質を確保しつつ，生産性の向上とコスト縮減

できる技術として期待され，これまでにいくつか

の技術について試行を重ねてきたところである。

このうち，施工管理において活用される技術の

「トータルステーションによる出来型管理技術」

と施工において活用される技術「マシンコントロ

ール（モータグレーダ）技術」については，施工

管理や生産性の向上に優れている技術として平成

２５年度を目標に一般化を図ることとした。全体の

対応方針は図―３に示すとおりである。

二つの技術のうち，「トータルステーションに

よる出来型管理技術」の具体的な目標と普及推進

に向けたさまざまな取り組みの実施については，

図―４に示すとおりである。普及推進のため，発

注者指定型による普及の推進，施工者提案型拡大

のための措置，普及推進のための環境づくりなど

の取り組みについても積極的に取り組んでいく予

定である。

「マシンコントロール（モータグレーダ）技

術」についても「トータルステーションによる出

来型管理技術」同様に取り組んでいく予定であ

り，二つの技術とも毎年工事の実施件数などを把

握し，平成２５年度一般化に向けてのフォローアッ

プ調査等を実施していく予定である。

今回一般化に向けて普及推進計画を立案した二

つの技術の他にも，検討・試行を進めている情報

化施工技術がいくつかあり，それらの技術につい

ても早期一般化に向けて積極的に取り組んでいく

予定である。

� 工事書類にかかわる改善・情報共有システ

ムの活用

近年，工事を施工している現場から工事書類の

削減，簡素化・効率化できないかという要望が強

く出されている。工事書類にかかわる改善は，現

図―３ 「情報化施工技術の推進」対応方針
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図―４ トータルステーションによる出来形管理技術の普及推進

図―５ 「受発注者の業務効率化」（工事書類にかかわる改善）
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場への臨場を増やすなど工事目的物の品質確保の

向上につながるとともに，施工管理の効率化・向

上にもつながる重要な取り組みとなっている。

工事書類にかかわる改善に当たっては，まず現

状における問題点を明確にして対応していく必要

があり，図―５の受発注者の業務効率化について

は，工事の契約から完成検査まで工事書類の作成

等に当たっての流れを整理したものであり，問題

点としては大きく四つに分類した。

� そもそも作成する工事書類が多く，処理に必

要な単純作業も多い

� 設計変更にかかわる資料の作成ルールが不明

瞭

� 電子納品する工事書類が工事ごとにまちまち

� 紙と電子の大量の二重納品の発生

これらの問題点については個別の問題点として

対応するのではなく，工事の施工から，完成検

査，完成図書の納品，保存，そして利活用に至る

まで一連で整理し，対応することが必要である。

このため，単に工事書類の削減ではなく，施工

全体の業務の改善・効率化として整理することと

し，改善の具体的な内容については，表―１に示

すとおりである。

関係するガイドラインや要領などを策定すると

ともに，土木工事共通仕様書の改訂を実施して取

り組みが円滑に進むよう対応していくものであ

る。

３． おわりに

工事の施工において工事目的物の品質を適正に

確保し，事業の早期の効果発現に向けて，発注者

としてさまざまな取り組みを推進していくもので

あるが，最も大事なのは現場において発注者と受

注者が一体となって取り組んでいくことである。

ただし，現場においてさまざまな取り組みが円

滑に実施できるようになるには，多少の時間と慣

れが必要であることから，少しでも取り組みが円

滑に進むよう現場への周知の徹底を図るととも

に，業務改善の効果を明確にしていく次第であ

る。

表―１ 工事書類にかかわる改善の具体的な内容

公共工事の品質確保の取り組み 特集

建設マネジメント技術 2010年 11月号 １７


